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1 はじめに
災害発生時に開設される災害救護活動拠点では，処
置の内容に応じたエリアが複数存在し，各エリアでは，
被災者名簿が作成される．現在，新型コロナウイルスに
より世界中で感染症が問題視されており，飛沫・接触感
染が危険視されている．拠点には多くの被災者が訪れる
ことが想定されるため集団感染の恐れがあり，感染を抑
えるにはクラスターとなる感染者と接触した人物を探
し出すことが重要である．接触者を探し出すためには，
いつどこで感染者と接触したかを特定する必要があり，
場所と時間の情報が欠かせない．被災者名簿には，場所
と時刻情報が記録されており，接触者の探し出しに有効
である．しかし，接触者を探し出すには，感染者の時刻
とエリア情報を手作業で他の被災者全員分と比較する
必要があるため，大きな負担がかかる．
そこで，本研究では，先行研究で提案された被災者名
簿作成支援システムの拡張を行い，感染者と接触した可
能性のある被災者を絞り込む負担の軽減を図る．

2 災害救護活動拠点
被災者が避難時に初めに訪れる総合受付や処置内容
に応じたエリアが複数存在する．各エリアでは，被災者
名簿が作成される．

3 被災者名簿
被災者の名前や住所，各エリアで受けた処置の内容
が記述される．紙で作成されていたが，作成時の手間
を抑えるため，電子化された [1]．しかし，入力形式が
定まっておらず，被災者名簿作成支援システム [2]が提
案された．これにより，登録されるデータの形式が定ま
り，データの活用や参照が行いやすくなったが，データ
を活用した機能はない．図 1には被災者名簿作成支援
システムにより作成された被災者の名簿情報を示す．

4 拠点内における感染症
拠点は災害時，大勢の被災者が訪れることが想定され
るため，感染症による集団感染が危険視される．感染拡
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図 1 被災者名簿作成支援システムにより作成
された被災者の名簿情報

図 2 接触者を探し出す際の流れ

大を抑えるには，クラスターとなり得る接触者を特定す
ることが重要であり，感染者と接触したと考えられる場
所と時刻の情報が必要となる．被災者名簿には，拠点内
全員の記録が存在し，エリアと時刻情報が記録されて
いるため，接触者を探し出すには有効である．しかし，
実際に接触者を探し出す場合，感染者の情報と他の被災
者全員の名簿情報を比べる必要があるため，膨大な時間
がかかり特定者の大きい負担となる．そこで，接触者を
探し出す機能を追加し支援システムの拡張を行う．

5 被災者名簿作成支援システムの拡張による
接触者の追跡

図 2には，接触者を探し出す際の流れを示す．接触者
を探し出すには，感染者の名簿情報を取得し，エリアと
時刻情報から他の被災者の名簿情報と比較する必要が
ある．そのため，感染者の名簿情報の取得，接触者の判
定，該当者の出力の 3つの手順に沿った機能の追加を
行う．これらの機能により，感染者を特定する名前やタ
グNo，接触者の範囲を決める時間の入力を行うことで，
接触者の一覧が出力されるようになる．これにより，支
援システムで接触者の探し出しが可能となり，探し出し
にかかる負担の軽減が考えられる．

6 まとめ
本研究では，感染者と接触した可能性のある被災者を

探し出す負担を軽減するため，接触者の絞り込みを行え
るよう支援システムの拡張を行った．これにより，手作
業で接触者を探し出す必要がなくなり，特定者の負担な
く，接触者を素早く絞り込めるようになった．
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